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功
労
者

行
者
表
彰

町発展の礎として功献

I 奉仕的功労に感謝し表彰• • 

全
国
健
康
優
良
枝
表
彰

&
フ
金
小
学
校

C二コ
C二コ

「皇太子さまとの対話l之感灘寸
=思い出ふかく=

全国の仲間と爽歓

位
年
度
の
こ
の
表
彰
式
が
、
朝
日

新
聞
相
主
催
、
文
部
、
厚
生
省
後
援

に
よ
っ
て
、
日
月
3
日
朝
日
新
聞
東

京
本
社
ホ

l
ル
で
行
わ
れ
た
。

全
国
か
ら
問
校
が
選
抜
表
彰
、
そ

の
中
で
全
国
特
別
優
秀
校
2
校
と
全

国
優
秀
校
の
日
校
が
選
ば
れ
、
こ
の

こ
の
表
彰
式
が
日
月
2
日
町
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
前
功
労
者
、
議

員
を
捌
き
、
町
三
役
、
課
長
持
を
交

じ
え
て
表
彰
者
を
労
っ
た
。

村
本
町
長
か
ら
「
町
条
例
に
基
づ
き

選
考
委
員
会
で
万
場

一
致
で
決
定
し
れ

'z

今
年
は
開
基
叩
周
年
を
迎
え
た
意
義
深

い
年
で
あ
る
。
先
端
緒
氏
の
奉
仕
的
な

功
献
、
努
力
に
よ
っ
て
今
金
町
が
こ
こ

ま
で
発
展
し
て
き
た
。
感
謝
に
た
え
を

い
。
今
後
に
お
い
て
も
今
金
町
発
展
の

た
め
に
、
定
に
一
府
の
ご
指
導
、
こ
鞭

健
を
願
い
た
い
U

と
あ
い
さ
つ
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、

元
町
長
河

端
技
さ
ん
か
ら
「
そ
れ
ぞ
れ
の
発

展
、
稲
松
向
上
に
努
め
て
き
た
。
皆

様
の
支
援
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ

る
。
今
後
に
お
い
て
も
.

地
域
社
会

の
た
め
に
努
力
す
る
つ
も
り
、
更
に

指
導
願
い
た
い
U

と
述
べ
て
い
た
。

功

労

表

彰

河

端

曲
置

さ
ん
(
万
)
栄

町

昭
和
お
年
町
議
会
議
員
に
当
選
、

以
来
連
続
5
期
、
こ
の
間
議
長
1
期

就
任
、
そ
の
後
日
刊
年
町
長
に
就
任
、

連
続
4
則
同
年
、

一
到
し
て
本
問
の

発
展
、
地
方
自
治
的
振
興
に
日
献
し

た
こ
と
に
よ
る
。

荒
井

正
信
さ
ん

(ω
)末
広
町

日
枝
の
中
に
今
金
小
学
校
が
入
り
、

附
れ
の
受
抗
と
な

っ
た
。

こ
の
ポ
彰
式
に
今
金
小
学
校
橋
本

和
男
校
長
と
児
盤
会
長
広
崎
古
広
お

(
6
年
)
同
別
会
長
須
藤
美
帆
さ
ん

(
6
年
)
の

3
人
が
代
表
し
て
山
胤
、

賞
状
や
的
、
記
念
品
を
受
け
て
き
た
。

式
場
に
皇
太
子
こ
夫
妻
が
お
見
え

に
な
り
、
子
供
と
一
緒
に
取
っ
た
り
、

握
手
、
励
ま
し
の
言
楽
を
か
け
ら
れ
、

福
崎
必
に
は
「
学
校
で
ど
の
よ
う
に

体
力
づ
く
り
を
し
て
い
る
の
か
し
と

話
し
か
け
ら
れ
「
ア
ス
レ
チ
ァ
ク
な

ど
を
相
介
し
た
U

と
話
し
て
い
た
。

全
凶
の
仲

間
と
の
交
歓

会
が
あ
り
、

「
伐
の
友
述
、

私
の
友
達
、

と
題
し
て
話

し
合
い
が
も

た
れ
、
休
み

時
間
に
は
ど

ん
な
会
話
を

し
て
い
る
の

か
、
闘
っ
た

時
に
は
准
れ

に
相
践
す
る

の
か
、
悶
っ

て
い
る
友
迭

を
助
け
て
や

る
か
、
な
ど

を
話
し
た
と

賞 状 や盾 を前に 喜 び語る橋本 校長 と

宮崎 君と 須藤 さん(今金小学校にて )

昭
和
総
年
か
ら
日
年
川
町
内
同
業
委

以
に
就
任
、
同
年
町
級
会
桃
川
H
に
就

任
、
こ
の
ほ
か
農
協
理
事
、
監
事
、

町
結
締
相
談
円
以
を
膝
任
し
て
い
る
。

楯

哲
了
さ
ん

(M
)
末
広
町

昭
和
訂
年
か
ら
臼
年
ま
で
町
選
挙

管
理
委
民
会
委
只
長
に
就
任
、
位
年

町
教
育
委
員
に
し
て
現
在
に
至
る
.

伊
蟻

実

さ
ん

(柑
)
神

丘

昭
和
昨
年
町
民
業
委
員
に
就
任
、
内
同

業
i
h
済
組
合
型
車
を
降
任
し
て
い
る
。

善

行

表

彰

農
協
青
年
部

自衛官募集中

応募資格 18歳以上25歳未満の男子

志願受付 自衛隊今金募集事務所 1r01378

②0258 常時受付中

その他 ー・初任給 110，200円・1t与は年

3凹で合計 4.9ヶ月分支給・食

事代寝具類も一切無料で貸与さ

• • 
の
宅
」
と
で
あ
る
。

こ
の
受
抗
の
詰
ぴ
を
、
高
山
町
相、

須
藤
さ
ん
は
「
と
っ
て
も
臨
し
い
、

伐
た
ち
ゃ
私
た
ち
が
卒
業
し
て
も
続

け
て
ほ
し
い
日
と
話
し
て
い
た
。
橋

本
校
長
は
「
健
康
づ
く
り
に
対
す
る

P
T
A
の
努
力
や
地
域
的
ス
ポ

l
y

少
年
団
活
動
が
日
常
化
い
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。
健
康
教
育
に
取

り
組
み
‘
卒
業
生
や
地
域
の
住
民
、

教
師
ら
多
く
の
人
た
ち
の
努
力
の
結

白川
だ
。
ま
だ
つ
ぼ
み
の
段
附
、
花
を

聞
か
せ
、
大
き
な
突
を
つ
け
る
た
め

に
は
体
だ
け
で
な
く
、
心
の
血
か

さ
優
し
さ
を
育
て
て
い
き
た
い
U

と

話
し
て
い
た
。

こ
の
受
賞
式
を
機
会
に
と
、
橋
本

校
長
が
社
会
勉
強
に
、
宮
崎
羽
、
須

藤
さ
ん
の
二
人
を
社
会
見
聞
と
し
て
、

新
宿
、
浅
草
‘
国
会
議
事
堂
を
兄
た

り
、
洋
食
の
食
べ
方
、

布
団
の
上
げ

下
げ
を
体
験
さ
せ
た
と
の
こ
と
で
あ

る。
今
金
小
学
校
の
体
力
づ
く
り
に
は
、

泌
山
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
利
用
、

A
Y
小

健
康
体
操
、
肝
球
、
サ

y
カ
l
、
冬

は
ス
キ
ー
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
で
、
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い

る
。
野
球
大
会
で
は
全
道
大
会
に
出

場
、
サ
ン
カ
で
は
国
際
税
特
の
た

め
に
中
国
訪
問
な
ど
を
し
て
い
る
。

昭
和
ね
年
部
会
を
結
成
以
米
、
町

内
同
業
短
期
大
学
的
設
置
、
米
的
資
拡

大
迎
動
の
実
施
、
地
場
農
産
物
選
定

等
今
金
町
農
業
振
興
発
展
に
尽
く
す
。

産
業
ま
つ
り
、
雪
ま
つ
り
、
農
産
物

の
即
売
会
な
ど
各
強
行
事
に
参
画
、

町
町
公
益
事
業
に
貢
献
し
た
。

( 2 ) 

今

金
次
郎
さ
ん

(
印
)
八

幡

町

岡
嶋

勝
義
さ
ん

(問
)
栄

町

清
水

政
一
さ
ん

(制
)
日
の
出
町

多
年
に
わ
た
り
町
交
通
安
全
指
持

品
と
し
て
本
町
交
通
安
全
の
破
保
、

交
通
郁
放
の
抑
止
、
安
全
思
想
の
普

及
に
寄
与
し
た
.

れます。

・外出は平日課業終了後、土111.

日は午後、 811曜日は朝から許可、

有給休暇は年24日

憲懇患愈議

「ーーーー一ー一一寸

お国
知の
ら進
せ学

ロ

ン

の
し一一一一」

-
対

象

者

高
等
学
校
、

一日
川
等
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
‘

専
修
、
専
門
学
校
(
修
業
年
限

2
、
3
年
以
上
)
そ
の
他
盲
学

校
、
製
学
校
な
ど

.
融

資

額

一
進
学
者
あ
た
り
印
万
円
以
内

圃
返
済
期
間

高
校
3
年
以
内
、
大
学
4
年
以

内・
利

率

年
臼
パ
ー
セ
ン
ト

・

保

柾

財
団
法
人
進
学
資
金
融
資
保
証

基
金
ま
た
は
保
証
人

(
1
名
以

上
)

-
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済

目
安
、
4
年
/
灯
回
払
い
の
場
合

毎
月

1
2
、
1
0
0
円

3
年
/
お
阿
払
い
の
場
合

毎
月

1
5
、
7
0
0
刊

詳
し
く
は
、
も
よ
り
の
銀
行
、

川
同
協
窓
円
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
金
融
公
庫

函
館
支
唐
が
ら

( 3 ) 



日
ソ

昭
和
引
年
に
、
日
ソ
考
古
学
者
が

6
ヵ
年
計
画
で
調
査
す
る
こ
と
を
決

め
‘
昨
年
は
、
筑
波
大
学
加
藤
野
平

教
授
、
札
幌
大
字
木
村
英
明
教
授
が

ソ
辿
を
紡
問
し
て
い
る
.
今
年
は
、

こ
う
し
た
考
古
学
の
調
査
交
流
と
し

て
、
ソ
一
地
か
ら
ソ
ヴ
イ
エ
ト
科
学
ア

カ
デ
ミ
、
ジ
エ
レ
ビ
ヤ
ン
コ
博
士

ほ
か

5
名

一
行
が

叩
月
7
日
米
目
、

上
士
幌
町
の
鴫
木
遺
跡
の
発
掘
、
臼

沌
村
の
帆
加
沢
述
問
地
点
逃
跡
の
発

掘
調
査
、
県
松
内
町
の
得
岸
遺
跡
な

ど
を
調
査
研
究
し
て
き
た
。

同
月
お
日
今
金
町
に
米
町
、
品
貞
利

河
I
遺
跡
の
凡
学
に
訪
れ
た
。
こ
の

説
明
円以
に
筑
波
大
学
加
藤
教
授
を
始

織
を
捨
て
、
古
代
の
ダ
イ
ナ
ミ

Y
7

な
文
化
交
流
に
北
海
道
的
人
も
目
を

向
け
て
ほ
し
い
U

と
、
同
川

5
日
付

中
学
校

美利河 I遺跡を見学「

」ー黒曜石ロードをたどる• • 
北
海
道
新
聞
の
中
で
稲
し
て
い
る
。

加
藤
教
授
の
説
を
索
に
「
芙
利
河

I
遺
跡
」
を
考
え
て
見
る
と
、
旧
石

教
育
功
労
者
文
部
大
臣
表
彰

中
学
校
教
育
に
大
き
く
功
献
し
た

と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
、
こ
の

州日
正
式
が
刊
月
初

H
束
京
削
技
館
に

お
い
て
行
わ
れ
た
。

中
川
さ
ん
は
‘
昭
和

n年
に
教
職

[
一一…リ
」

今
年
3
月
ま
で
の
刊
年
聞

の
長
き
に
わ
た
り
救
出
川
に
功
献
、
教

職
を
退
い
た
。
こ
の
問
、
校
長
就
任

期
間
初
年
、
文
部
省
の
被
式
教
育
の

効
率
化
、
教
育
掠
桂
の
抑
佃
の
あ
り

方
な
ど
、
教
育
指
導
に
あ
た
っ
て
き

た
。
こ
の
ほ
か
、
道
教
委
の
指
定
研

究
に
取
り
組
む
主
ど
‘
今
金
中
学
校

統
合
の
初
代
校
長
と
し
て
、
学
校
経

営
の
基
盤
づ
く
り
、
生
徒
指
導
に
あ

た
っ
て
き
た
.

に
就
き
、

冗
今
金
中
学
校
長
中

教
行
に
附
す
る
熱
意
も
市
く
、
経

歴
に

つ
い
て
も
、
本
町
の
教
育
研
究

会
を
設
立
と
同
じ
に
会
長
に
就
任
、

そ
の
他
、
輸
山
校
長
会
副
会
長
、
北

海
道
中
学
校
長
会
代
議
以
、
袷
山
心

身
郎
ん
す
児
教
育
研
究
協
議
会
長
、
輪

山
学
校
保
健
全
理
事
、
全
道
中
学
校

体
育
述
則
常
任
明
事
、
今
金
町
刊
少

年
問
題
協
議
会
副
会
長
、
今
金
町
社

会
教
育
委
円
以
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
功
舶
が
市
く
評
価
さ
れ
、

こ
の
度
の
表
彰
と
な
っ
た
。

中
川
さ
ん
は
、
こ

の
受
賞
の
喜
び

と
教
育
に
つ
い
て
、
ご
」
の
表
彰
を

受
け
、
光
栄
で
あ
る
。
学
校
経
営
、

的
、
札
幌
大
学
木
村
教
授
、
北
海
道

埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
か
ら
畑

宏

明
さ
ん
長
沼
孝
き
ん
な
ど
の
ほ

か
‘
地
元
か
ら
町
教
委
寺
崎
文
化
財

保
積
係
が
あ
た

っ
た
。

ζ

の
中
で
ジ
エ
レ
ピ
ヤ
ン
コ
博
士

は
、
ご
」
こ
で
発
見
さ
れ
た
英
利
河

遺
跡
の
遺
物
は
賞
重
な
も
の
で
あ
る
。

制
作
球
程
や
ど
の
よ
う
に
し
て
使
用

さ
れ
た
か
、
日
本
の
学
者
が
明
確
に

し
て
い
る
.
ア
ジ
ア
で
追
跡
が
発
旧
制

さ
れ
て
い
る
が
、
明
確
化
し
て
い
る

も
の
は
数
冷
所
し
か
な
い
。
こ
の
研

究
に
よ

っ
て
世
界
的
に
有
名
に
な
る

と
思
う
日
と
述
べ
て
い
た
。

ま
た
、
ノ
ポ

y
ピ
ル
ス
ク
の
歴
史

学
研
究
所
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
下
琉
域

で
出
土
し
た

m
m石
の
破
片
2
倒
を

産
地
を
特
定
す
る
た
め
に
も
ら
い
受

け
、
放
射
化
学
分
析
法
で
測
定
し
た

と
こ
ろ
、
白
滝
村
(
網
走
管
内
)

の

m…
陥
石
と
成
分
が
同
じ
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
こ
れ
ま
で
南
サ
ハ
リ

ン
か
ら
は
本
道
産
烈
附
石
が
発
見
さ

れ
て
い
る
が
、
純
文
平
期
に
臼
沌
か

ら
サ
ハ
リ
ン
を
通
っ
て
大
陸
に
至
る

，m
m石
ロ

l
ド
々
が
立
証
で
き
た

わ
け
で
、
大
陸
と
北
海
道
の
活
発
な

文
化
交
流
を
説
付
け
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。

大
陸
と
の
支
流

日
ソ
共
同
調
査
が
実
現
し
た
経
綜

に
つ
い
て
、

日
本
側
代
表
の
加
藤
筑

「日
本

に

は

。

北

波
大
教
授
は
、

問
り
文
化
e

が
あ
っ
た
の
で
は

l
ー

と
い
う
の
が
砂
北
ア
ジ
ア
与
古
学
e

の
眼
目
で
あ
る
。

中
期
旧
石山市

{
3

万
5
千
年
山
)
シ
ベ
リ
ア
の
ジ
ェ
ニ

ソ
ワ
洞
穴
泣
跡
は
人
類
の
ル

l
ツ
と

い
わ
れ
る
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
級

の
人
刊
が
出
て
い
る
所
で
、
そ
こ
で

ソ
迫
研
究
お
と
発
侃
作
業
を
行
っ
た
。

こ
の
旧
人
が
y
ベ
リ
ア
か
ら
北
京
ア

ジ
ア
に
ど
う
拡
散
し
て
い

く
の
か
、

日
本
人
の
北
方
ル

l
ツ
を
探
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
が
入
手
で
き
た
.

訴
時
代
(
約
l
方
2
千
年
i
3
千
年

前
)
の
ル

l
ツ
が
な
ん
と
な
く
わ
か

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

ま
た
、
手
と

川
繁
一

一
さ
ん
(
閲
)

教
師
と
し
て
、
教
育
は
鰍
し

い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、

全

て
が
子
供
の
た
め
で
あ
り
、

手
校
全
体
、
教
師
の
取
り
組

み
が
大
切
だ
。
こ
う
し
た
こ

と
が
子
供
を
育
て
る
こ
と
に

な
る
。
子
供
に
は
、
学
ぼ
う

と
す
る
気
持
が
あ
る
。
そ
れ

を
ど
う
援
助
し
て
行
〈
か
が

救
出
円
で
あ
る
。

件
が
あ
る
。

そ
れ
に
は
条

教
育
関
係
者
の

型
解
、
学
校
教
育
、
教
師
同

意
欲
を
も
り
た
て
る
か
で
あ

'@。

地
域
父
母
の

協
力
が
大
事
で
あ
る
U

と
語

っ
て
い
た
。
教
育
に
つ
い
て

知
ろ
う
と
す
れ
ば

一
台
で
は

っ
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
永

年
に
わ
た
る
教
戦
生
活
、
教

育
の
重
き
が
短
い

言
葉
の
中

に
感
じ
ら
れ
る
。

P
T
A
、

lす

北
海
道
の
旧
石
総
文
化

前
以
前
)
の
追
跡
は
‘
川
町
木

帆
町
)

(
2
万
年

上
士

ぃ，。。細
石
刃
は
ヤ
リ
の
よ
う
な
特
に
埋

め
込
ん
で
ト
ナ
カ
イ
や
野
牛
な
ど
群

生
獣
を
狩
猟
す
る
た
め
の
も
の
。
こ

の
武
総
も
マ
ン
モ
ス
ハ
ン
タ
ー
特
有

で
、

y
ベ
リ
ア
と
の
つ
な
が
り
が
一

府
濃
厚
に
な

っ
て
き
た
。
3
年
前
の

石
器
も
さ
ら
に
発
見
し
、
大
陸
と
の

関
連
を
確
認
す
る
資
料
に
し
た
い
と

思
う
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
ル

l
y
は、

ア
ム
ー
ル
川
流
域
に

3
1
9
世
紀
に

栄
え
た
鴨
脚
文
化
と
い
う
の
が
私
の

持
論
。
海
仙
川
猟
を
仰
芯
と
す
る
彼
ら

は
流
氷
先
端
の
海
獣
を
追
っ
て
本
道

に
南
下
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
流
氷
は
大
陸
と
本
道
を

つ
な
ぐ

氷
原
と
も
な
る
わ
け
で
、
古
代
の
川
…

附
石
も
こ
の
ル

1
ト
を
た
ど
っ
て
交

易
品
と
し
て
北
上
し
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

日
本
人
は
、
西
高
東
低
の
歴
史
感

に
制
強
〈
支
配
さ
れ
て
い
る
。
件
相
培

植
物

Jun耕
方
法
も
伝
わ

っ
て
き
た

の
は
「
市
」
か
ら
で

「
北
」
に
は
文

化
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
が
、

私
は
こ
の
間
定
制
概
念
に
強
く
反
発
を

党
え
る
。

日
本
文
化
の
基
盤
に
は
「
市
」
か

ら
の
影
響
と
同
時
に
北
回
り
の
ル
ー

ト
も
必
ず
あ

っ
た
は
ず
だ
。
州
制
度
か

ら
兄
れ
ば
‘
ベ
ル
リ
ン
も
ロ
ン
ド
ン

も
北
海
道
よ
り
北
に
あ
る
・
辺
境
窓

( 4) 

千
織
な
ど

3
ヵ
所
で
発
見
さ

れ
て
い
る
が
、

叫
木
は
そ
の
中
で
最

造
物
が
明
雌
に
残
っ
て
い

る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
川
…
附
石
を

中
心
に
、
限
皮
肉
桁
肪
分
を
切
り
取

る
ス
ク
レ

1
パ

i
(
ナ
イ
フ
型
石
器
)

-b十
H
く、

と
呼
ば
れ
る
マ

ン
モ
ス
ハ
ン
タ
ー
に

特
有
の
石
器
が
出
土
す
る
。
叫
本
遺

跡
の
問
辺
は
般
性
土
壌
で
、
?
ン
モ

ス
の
信
平
獣
皮
が
溶
け
て
伐
っ
て
い

な
い
の
が
残
念
だ
が
、
ソ
述
人
研
究

者
の
調
査
で
大
陸
と
本
道
的
交
流
が

災
訓
で
き
る
の
で
は
、
と
期
待
し
て

• • 
ロ
マ
ン
が
恐
じ
ら
れ
る

u
u
町
人
事
移
動
の
お
知
ら
せ
U

日
月
1
日
付
で
移
動
が
あ
り
、

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

「除
l
時
」
限
」

財
政
係
バ
企
画
調
整
剤
師
住
民
巡
防
相
β
辿
安
全
係
)

口
出問団幽
閉

住
民
巡
動
'災
一
泊
安
全
係
(
税
務
課
住
民
税
係
)
小
林

門
刷
ハ
岡
川
閣

U

住
民
税
係
(
町
民
病
初
諜
住
民
係
)
中
島

淳

子

門
岡
岡
咽
凶
岡

U

稲
制
係
長
(
建
設
課
管
理
係
長
)
佐
久
間
優

一

禍
剖
係
(
総
務
訟
財
政

係
)
今
野
む
つ
子

住
民
係
(
議
会
事
務
局
総
務
係
)
伊
藤
恵
津
子

門
刷
刷
岡
倒
閣

U

管
理
係
(
教
育
委
只
会
総
務
係
)
尾
崎

克
之

門
園
川
園
川
閣

U

用
地
傍
K
(町
民
福
祉
課
街
祉
係
長
)
杉
内

秀

次

係
長
)
木
島
武
雄

門
出
川
刷
ハ
国
ハ
〕

出
納
係
(
町
民
福
叫
許
認
福
祉
係
)
幅
口
妙
子

門
岡
倒
閣
閣
岡

U

総
務
係
(
出
納
室
出
納
係
)
白
田
回
代
子

(
国
保
病
院
)
柏
田

守

門
閣
凶
四
閣
岡
い
]

庶
務
係
(
教
委
総
務
係
)
小
原
ト
キ
子

勝
山

英
敏

洋
伸

管
明
係
長

(
則
地

給
食
セ
ン
タ
ー
総
務
係
長

一
広
報
紙
に
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

一
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
(
広
報
広
聴
係
)
」一一一一一
( 5 ) 



7
1全
道
小
中
学
生

「

|
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

泊
川
刷
業
共
済
制
作
迎
合
会
巨
仰
の

全
道
小
中
学
生
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
川
川

同
日
共
済
ホ
ル
で
行
わ
れ
た
。

A
F
金
中
，P
校
は
、
伶
徒
の
交
通
安

令
立
織
の
向
協
を
兼
ね
、
文
化
向
上

に
も
役
立
つ
と
し
て
取
り
組
み
、
子

供
自
体
が
や
る
気
充
分
、
ポ
ス
タ
ー

は
訴
え
る

h
を
養
う
も
の
と
し
て
、

2
4住
金
以
間
人
に
夏
休
み
の
沫
姐

と
し
て
制
作
さ
せ
応
募
し
た
。

そ
の
結
米
、

竹
々
木
友
干
さ
ん
(
今

中
2
年
)
が
金
れ
を
射
止
め
た
。
佐

々
木
さ
ん
兄
妹
は

4
人

全

品

が

金

賞
を
受
政
し
た
こ
と
に
な
リ
、
学
校

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
.

ポ
ス
タ
ー
は
、
横
断
歩
道
を
人
と

白
転
車
が
波
ろ
う
と
し
て
お
り
、
ヘ

ル
メ

y
ト
姿
の
パ
イ
ク
、
シ
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
た
来
用
車
が
並
進
、
品

色
を
主
力
に
し
た
描
写
、
タ
イ
ト
ル

「
皆
ん
な
で
司
ろ
う
交
通
ル

l
ル」

を
訴
え
て
い
る
。

今
金
中
学
校
は
、
こ
う
し
た
実
縮

か
ら
同
年
、
関
年
、

M
M
年
と

3
皮
に

わ
た
り
優
秀
年
校
貨
を
受
賞
し
て
い

噌令。

」
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
各

学
校
内
入
杭
者
は
次
の
と
お
り
。

佳

作
J
束
小

金
原
小
上
野
其
希
子
さ
ん

今
金
小

飯
間
和
究
者
の
そ
れ
ぞ
れ

が
選
は
れ
た
。

「一一寸

叩
回
以
上
の

[ 6 ) 

日
世
一山
崎

河
端
森
山
民
活

日
本
赤
十
字
社
功
労
者
表
彰

• • 
ユ

合
金
中
優
秀
学
校
賞
に
輝
く

先生方から受 賞の 拍手を受ける佐々木さん

苦言盆中E佐々 木夏子さん金賞

L一皆んなで守ろう奈適ルール訴え

今
年
初
め
て
の
こ
の
催
し
が
、

N

H
K
の
主
悩
に
よ

っ
て
叩
川
お
日
道

南
地
区
大
会
が

N
H
K
函
館
欣
送
局

に
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
、
」

る
さ
と
れ
憾
の
人
気
判
が
舞
台
に
登

場
し
て
歌
と
ア
イ
デ
ア
い

っ
ぱ
い
に

，
ふ
る
さ
と
砂
を
P
R
す
る
も
の
。
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功
労
者
表
彰

L一一」

献
血
巡
動
に
協
力
し
た
と
し
て
、

日
月
7
日
役
場
会
議
室
に
お
い

て
H

本
赤
十

P
社
か
ら
の
表
彰
と
日
念
品

を
.
町
市
岡
助
役
か
ら
こ
の
伝
達
が

さ
れ
た
。

凪
問
問
問
問

U

上

野

義

一
さ
ん
(
市
楽
町
)
同
凶

囚
閣
同
州
岡
υ

向
山
孝
治
さ
ん
(
緑
川
)
臼
田

小
西
敏
明
さ
ん
(
南
町
)
臼
四

日
閣
問
団
口

山
間
服
治
さ
ん
(
昭
和
町
)
剖
川

西
勝
明
さ
ん
(
市
美
川
)
泣
回

森

山

脚

典

さ

ん

(

出

町

)
U
M

河
村
伝
子
さ
ん
(
八
幡
町
)
引
回

三
市
橋
恒
夫
さ

4
(市
栄
川
)
剖

M

勝
山

英
敏
さ
ん
(
栄
町
)
羽
田

山
崎
山
此
干
さ
ん
(
末
広
川
)
幻
回

橘
政
幸
さ
ん
(
高
美
町
)
幻
図

版
爪

7
y
ヨ
さ
ん
(
市
美
町
)
町
山
田

佐
藤
朝
治
さ
ん
(
市
田
代
)
羽
田

Z11等学校 1人年額 75，0001"1 

短大・大学等 1人年初 100.0001:~ 

この奨学金は、卒業の塑月から起算して 5均年

InJl品業に従都していると奨千F金全知が返さなくて

も良いことになっています。

似し、中町jが必'J:!となります。

一農林螺農政係から

今金町農業後継者の奨学金貸付のお知らせ

。 1月14日までに申込みを。

本町で農業に従事することが確実と認められる

者で、高校、短期大学、普通大学的段業課税に就

学 、卒業後農業をされる方に限ります。

貸付を希望される方は、貸付申im主!に在学証明

書を添えて至急手続をしてください。

@奨学金の貸付額は

[7) 



恒
例
、
定
着
し
き
っ
た
総
合
文
化

祭
が
刊
月
剖
日
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

で
オ
ー
プ
ン
、

日
月
1
日
か
ら
3
日

ま
で
の

3
日
間
に
わ
た
り
町
民
セ
ン

タ
ー
、
総
合
体
育
館
に
お
い
て
催
さ

れ
た
。芸

能
部
門
H
団
体
、
展
示
部
門
拍

団
体、

文
化
部
門
2
団
体
と
刊
団
体

が
参
加
し
た
。

芸
能
部
門
は、

1
日
3
日
と
わ
か

れ
て
開
催
、
初
日
は
高
校
生
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
演
奏
、
大
地
の
四
季
を
前
奏

の
光
大
紋
(
光
の
虫
学
問
)
ち
ぴ
つ

総合文化祭

午;;;;;;;;??/
φ 
4J φ 

• • 

今
年

7
M
か
ら

8
円
に
か
け
て
日
中

旬
少
年
交
流
訪
問
で
子
供
た
ち
が
日

い
も
と
め
て
き
た
、
絵
や
写
真
、
衣

装
な
ど
珍
ら
し
い
も
の
が
脳
示
さ
れ

槍
山
管
内
青
少
年
音
楽
祭

「
ー
ー
舎
盆
音
楽
ま
つ
り

仲
間
集
い
合
い
音
楽
支
流

干
に
よ
る
開
拓
魂
の
伝
承
を
と
山
地
能

太

鼓

(
州
Um小
学
校
)
、
日
本
伝
統

的
継
永
を
図
ろ
う
と
詩
吟
が
、
一
症
は

る
か
古
典
に
樽
く
刷
干
の
附
べ
、
自
分

た
ち
で
創
作
ア
イ
デ
ア
作
品
を
紹
介

し
た
フ
ア

y
シ
ョ
ン
シ
ョ

l
、
汗
で

揃
い
た
男
羽
な
棚
砕
き
の
狩
場
太
鼓
な

ど
が
、

次
か
ら
次

へ
と
展
開
、
観
衆

を
満
足
さ
せ
て

い
た。

3
日
は
、
軽
快
な
り
ズ
ム
に
乗
っ

て
の
ピ
ア
ノ
演
奏
、
地
方
の
郷
愁
を

表
現
し
た
民
訴
、
し
な
や
か
な
踊
り
、

歌
を
愛
す
る
仲
間
に
よ

っ
て
、
日
頃

‘-。
千
九

展
示
内
務
も
年
々
中
味
が
充
実
、

こ
の
管
織
の
祭
典
が
.
ゆ
月
刊
日
日

午
後
2
時
か
ら
4
時
川
に
わ
た
り
、

総
合
体
育
般
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

町
内
の
秘
川
、
神
丘
、
今
金
小
学

校
、
今
金
中
学
校
な
ど
の
児
童
生
徒

を
始
的
、
コ

ー
ル
マ
ミ
!
の
参
加
、

特
別
出
前
し
た
函
館
少
年
少
女
合
略

団
や
八
雲
引
戸
コ
ー
ラ
ス
、
崎
山
北

女
性
コ
ー
ラ
ス
、
瀬
棚
中
学
校
吹
奏

山
市
部
主
ど
総
勢
加
入
と
多
勢
の
特

楽
祭
と
な
っ
た
。

公
開
に
あ
た
り
、

村
本
町
長
‘

川

中

一
夫
実
行
委

μ長
ら
が
あ
い
さ
つ
、

「
文
化
的
交
流
を
図
り
、
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
、
練
刷
什
成
川
市
を
発
部
、

会
場
と

一
緒
に
な

っ
て
楽
し
ん
で
ほ

し
い
。
こ
の
祭
典
の
た
め
に
、
同
館
、

八
一
と
か
ら
の
判
別
出
出
に
感
謝
す
る
日

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

小
中
学
生
の
集
い
で
は
、
小
中
高

生
で
編
成
、
海
外
に
ま
で
特
別
相
筒

さ
れ
た
、
」
と
の
あ
る
函
館
少
年
少
女

合
川
聞
に
よ

っ
て
「
ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ

ル
、
サ
ン
デ
ー
」
「
あ
る
愛
の
持
」

な
ど
6
山
を
A
H
川
し
て
間
前
向
砕
あ

け
、
同
町
川
小
学
校
「
と
ん
で

っ
た
パ

ナ
ナ
」
村
民
小
学
校
「
ド
ナ
ウ
河
の

き
ざ
な
み
」
を
、
今
年

m円
に
発
足

し
た
ば
か
り
の
今
金
小
学
校
な
「
ラ
、

の
練
習
、
野
力
の
成
州市
を

一
般
公
開、

歌
や
踊
り
に
酔
い
し
れ
た
観
殺
か
ら

熱
い
拍
手
が
と
ん
で
い
た
。

ー
目
、
こ
ち
ら
は
考
え
る
人
の
集

い
、
将
棋
‘
囲
碁
、
そ
町
長
時
間
に

わ
た
る
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。作

品
展
示
部
門
は
1
日
か
ら
3
日

ま
で
、
体
育
館
町
会
場
を
狭
し
と
展

示
、
自
由
な
索
材
を
捕
ら
え
た
写
真
、

華
や
か
な
色
彩
で
織
り
な
す
華
道
、

お
茶
は
と

つ
つ
き
に
く
い
と
あ
っ
て

今
年
新
た
な
企
曲
、
お
茶
の
出
前
を

し
た
茶
道
、
短
い
古
楽
町
中
に
全
て

を
集
約
表
現
し
た
俳
句
、
長
年
の
丹

村
を
こ
め
て
制
作
し
た
盆
栽
‘

一
部

に
全
神
経
を
集
中
、
刊
む
き
つ
づ

っ
た

書
、
独
創
的
な
絵
や
工
作
の
光
の
県

学
閥
、
縫
い
ぐ
る
み
.
ち
ぎ
り
絵
、

パ
y
チ
ワ

1
7
と
多
彩
な
知
連
協
、

診
を
指
先
に
託
し
て
の
ち
ぎ
り
絵
、

• • 
い
ず
れ
も

一
年
間
の
集
大
成
を
放
伐

し
た
も
の
ば
か
り
、
紡
れ
る
人
々
の

ク
カ
ラ
チ
ヤ
」
な
ど
を
保
山
市
出
奏
、

判
明
し
み
の
あ
る
曲
目
、
可
愛
ら
し
い

前
奏
者
に
会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

合
略
的
集
い
で
は
、

4
年
聞
の
特

訓
成
果
を
披
露
の
今
金
中
学
校
は
、

「
明
日
と
い
う
大
空
」
な
と
4
山
を

合
叫
や
前
袋
、
同
年
の
歴
史
を
も
っ

コ
1
ル
7

ミ
の
而
々
に
よ

っ
て
「
こ

と
ば
の
歌
」
な
ど

3
山
を
、
八
市
中
叩引

戸
は
「
向
山
町
歌
」
な
ど

3
山
を、

誕
生
し
て
か
ら
6
年
の
崎
山
北
女
戸

コ
ー
ラ
ス
は
「
木
繁
」
を
、
瀬
棚
中

学
校
は
「
士
日
候
補
生
」
な
ど
を
A
H

川
抗
弁
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、

「
ハ
レ
ル
ヤ
」

を
瀬
棚
、
今
金
、
桁
山
北
-品
、
八
雲

男
戸
全
日比
に
よ
る
合
同
に
今
中
生
徒

の
伴
奏
が
加
わ
っ
て
、
終
幕
を
飾
っ

た
。
長
時
間
に
わ
た
る
音
楽
祭
を
熱

心
に
聴
き
入

っ
て

い
た
。
人
間
に
と

っ
て
、
常
按
な
関
係
が
あ
る
音
楽
、

ジ
ャ
ン
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
音

楽
愛
好
者
向
耳
、
心
に
や
す
ら
ぎ
を

与
え
て
い
た
よ
う
だ
。

〕

芸
術
の
秋
を
飾
る
今
小
児
章
菊
花
会
、

日〔

戸
を
危
波
に
乗
せ
た
り
自
分
デ
ザ
イ

ン
の
テ
レ
ホ
ン
カ
!
ド
は
と

N
T
T
、

こ
れ
が
手
巡
り
と
筋
工
世
田
、
今
年
初

内
政
産
物
、
展
示
‘
直
売
、
試
食
が

労
民
連
に
よ
っ
て
、
絵
画
、
写
其
、

紙
幣
と
多
彩
な
教
聡
品
、
花
を
描
い

た
今
中
美
術
ク
ラ
ブ
、
自
由
、
思
い

お
も
い
の
工
作
と
絵
の
幼
稚
園
と
保

育
園
児
、
ロ
マ
ン
を
現
実
に
し
よ
う

と
悶
査
研
究
を
重
ね
て
い
る
英
利
河

海
牛
鮒
査
グ
ル
ー
プ
、
友
を
海
外
ま

で
求
め
て
交
信
の
ハ
ム
ク
ラ
ブ
な
ど
。

特
別
展
と
し
て
、
北
陥
幽
会
お
問

年
記
念
、
道
央
で
前
制
し
て
い
る
問

象
た
ち
の
作
品
市
内
…
を
展
示
し
た
り
、

目
を
な
ご
ま
せ
て
い
た

8，000円以内

15，000円以内

18，000円以内

( 9 J 

今金町奨学資金の貸付希望者の方へお知らせ

@貸 付額

ZJz等学校 1人月額

大 平 1人月額

大佐院 1人月傾

斑貸付金は無利子

。償還

卒業後6 ヵ月すえおき、 10年以内的年1I~償還です.
詳しくは教育委員会へ8②0111内70

113和63年 4月から修学される学生で、奨学資金

を希望の方は. 3月25日までに申込んでください。

@貸付対象者は

今金町に居住する者の子!X~で次の条刊を備えて
し、ること。

(1)高等学校及び大学に進学を希望する者.

(2)学資の支払うことが困難と認められる者.

(3)身 体飽!荘、学業成紛優秀、性行普段である者。



母と子のおにぎり教室

(米の消費拡大〉

仁お母さん園児がー舗に「
おいしいおにぎりづくり」

二二コ

検診を受けて明るい家庭づくり⑫月号

「一みんなの

崎
叩
山
支
庁
農
業
改
良
係
と
農
業
改

品
評
及
所
が
主
催
‘
米
の
消
費
拡
大

巡
動
の

一
貫
と
し
て
、
日
月
日
日
今

金
幼
稚
闘
児
年
長
組
初
人
を
対
訟
に

し
て
実
施
し
た
。

子
供
と

一
緒
に
楽
し
く
つ
く
る
「
お

に
ぎ
り
」
を
紹
介
、
炊
き
た
て
の
美

味
し
き
を
味
わ

っ
て
も
ら
お
う
と
企

画
、
新
米
雪
ひ
か
り
叩
キ
ロ
を
農
協

が
縫
供
、

今
金
、
北
槍
山
町
の
普
及

所
の
人
た
ち
が
炊
き
あ
げ
た
ご
飯
を

持
参
、
同
児
を
4
班
に
分
け
、
お
母

さ
ん
の
手
助
け
を
か
り
で
お
に
ぎ
り

づ
く
り
を
し
た
。

お
に
ぎ
り
づ
く
り
も
楽
し
く
ユ
ニ

ー
ク
、

三
角
お
に
ぎ
り
、
丸
お
に
ぎ

り
、
依
お
に
ぎ
り
と
ア
イ
デ
ア
に
お

ん
で
い
た
。
お
に
ぎ
り
の
中
味
も
、

ご
飯
に
校
豆
を
千
切
り
に
し
た
も
の

と
わ
か
め
を
入
れ
混
ぜ
た
も
の
、
焼
さ

け
を
制
か
く
砕
い
て
混
ぜ
合
わ
せ
の

中
に
梅
ぼ
し
を
入
れ
た
も
の
、
チ
ー

ズ
を
細
か
く
し
た
も
の
と
ゆ
か
り
(
ち

そ
の
誌
を
前
け
は
し
た
も
の
)
を
入

れ
混
ぜ
た
も
の
と
搬
し
い
お
に
ぎ
り

で
す
。干

供
た
ち
も
‘
っ
く
り
な
が
ら
「
お

い
し
そ
う
.
早
く
食
べ
た

い
な
あ
l
、

何
個
つ
く
っ
た
よ
U

な
ど
と
楽
し
げ

に
お
に
ぎ
り
づ
く
り
を
し
て
い
た
。

( 10) 

役
場
の
機
構
と
担
当
者
を
広

報
に
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
の
希

望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
か
の

機
会
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
も

う
少
し
期
間
を
下
さ
い
。

広
報
広
聴
係
か
ら

国
保
加
入
者
が
受
け
ら
れ
る
給
付

病
気
や
け
が
を
し
て
お
医
者
さ
ん

に
か
か
っ
た
と
き
の
ぷ
療
養
の
給
付
。

や
助
産
費
・
葬
祭
費
の
支
給
な
ど
、

被
保
険
者
は
国
保
に
よ
り
。
給
付
。

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

医
療
費
の
7
劃

を
国
保
が
負
担

娘
養
賓
の
支
給
-↓
u
w
h
日山崎一一辺拘

高
一
種
聖
誕
買
の
支
一
紛
一屯時
点

埼

次
の
よ
う
な
場
合
、
か
か
っ
た
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
あ
と
か
ら
国
保
が
審
査

(
申
請
が
必
要
)
し
、
決
定
し
た
額
の

7
訓
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
1
月
号
に
統
〈

そ
の
他
の
支
給

助
産
張
、

れ
ま
す
。

宅血生のきとしを瓜軸

葬
祭
費
な
ど
が
支
給
さ

， 

幅
四
贋
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
制
度

• • 

医師向指示で、あんa、
はり..ゅう.マッサー

ンなどの訴... ザを""たと!園

• 

項 目 出ていただく方
実施

時 問 対象地区 実施会場 備 考
する日

① 
妊婦相談

妊師 ! の 方 1日伏j
受付 l時 mJ

全地区 町民センタ ー
横庫、血摘横宜、子昔、体重醐定、

(母車見学級) 12:45-14:00 怯班、陸憧輩聾指導、歯鮒昔導、

成人病干防教室 Iffぞう病にl期心
Iffぞうチ丙について 2日付d " " のある方 13:00-

" *m尿病の方又は 保健所栄護士
② 21日閃) " 老人福1Jtセ/ター

制尿病教室 IlHーのある方 13:00- 開]保世ßMlí~

" 肥満の方又は閲
22日ω " 町民センタ

肥満教 室 心のある方 13:00-

③ 
乳児相l絞 受付時間

保健桁持(離乳食講座) 生後6、9ヶ月児 3日付4 " " 9 :30-10:0日

④ 3 i1t " 国保病院62年度末完了の方 3日伺4 " 13:20-13:30 

" 各季節保育所
7日開) 8:30-9:10 

一 般幼児13:00-13: 10 衛生教育、検診、染め

⑤ 
蜘科健診 l歳~ 今金常置保育所 fごし、フ'ラ'/:/ングm
(フッソ塗布) 8日伏) " 小百合保育園 " 就学前の全幼児 導、 7";ソ塗布、保健

今金幼稚凶
十旨導、サホライド

9日付d " 

一 般相談 全 住 民 7日町唱 10:00-15:00 全 地区 老人福祉センター

⑥ " " 14日明) " " 町民センター 健康相談、保健指樽

" " 21日明) " " 老人福祉センタ

育児講座 3ヵ月児
受付時1Il'J

" 町民センター 身体制lWI、保健指導
⑦ 

9 :30-10:00 
10日帥4

乳児健診 " 身柄湖、 t檎指導、 医師によ
4、7、10、12ヶ月児 " " 12:30-13・00 る抑制判官導、神世竿

③ 3歳 児健 診 3歳 2ヶ月児
16日(>1<) " " 

身体計測、世帯、歯科指導

-3歳 5ヶ月児 13:00-15:00 保憧指導、常聾指導

⑨ 結絞検診(2次) 1次検診を受け精
16日(>1<) " 今金町役場前 X線直接撮影

密検査を要する方 9 :30-11:00 

循環2紳~$(2次)
-Jl: N. 11、.，.川

検尿、血液検査、心屯l次検診を受け精 17日附 9 :00-10:00 

⑬ 密検査を要する方
13:00-13:30 

町民センター 図、 l出底診療、栄養指" 
" 18日働 " 導、保健桁樽

⑪ 無医Jili区巡回診療 八 東地区の方 17日嗣 14:00-15:00 λ来 地 区 λ車初回部落全館 診療科目 内科

⑫ 股 H見健診 2ヶ月と25日以
24日側 13: 00-]4: 00 全 地区 今金保健所 コ関節X線写j:t

上の手L児

乳児ボツリヌス症について

1蔵未満の乳児に蜂密を与えることにより発生す 呈し、次第に全身的筋力低 下が著名となる、 ffiJtE

る場合が多い。主主tJ，;は耳i固な便秘状態が 3日以上 では呼吸困難がおこる。なお 1歳以上のボーに峰密

続いた後に母乳、人工乳に関係なく吸礼カが低下 を与えても本症の発生は無い。

し、泣き声も弱くなり阪商無表情や筋肉の弛緩を

限聞が必袈と臨めたコル
セットなどをつ〈ったと
き.

医師が必饗と胞的た付添
看噂をつけたと!.

何匹者"転院佐どで移送し

たと.(医師が必要と臨
めずニ唱合).

1::なお、国保町桔付は酷療向容により保険結付回対象外のもの(健

康齢断や予防注射など)や制限されるもの(故意による病気やけが

など)がありますのでご暗認ください.

ー

〕-1
 

〔
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仁

12月の休日当番医

6日 北袷山町国保病院 公④5321

13日平病院(北檎山)ft④5011

20日今金町国保病院 8②0221

27日 富田医院(今金) 包②0324

31日楢崎病院(瀬棚)包⑦3021

31日は午前中のみの診療です。

除雪作業の協力お願い

雪の季節となりました。路上駐車が

ありますと、除雪作業の妨げとなりま

すので、皆様の特段のこや協力をお願い

します。

建設課から

r一日-一一一一一一，

令や08。住民の動態やや令
10月末現在

人口

男

女

前月声サ上t
8.251(ー 7) 
4.010(~2) 

4.241( ~5) 

2.530 (~ 2 ) 世帯数

CIおたんじようおめでとう

遠藤毅史 10月 9日 (忠行 4男)八鈴

谷口会卓宇 10月30日(防治 長女)南栄町

小泉ノレナ 10月30日(智tw:長女)栄町

湯田品丞 11月 9日(修一 長女)花石

固いつまでもお Lあわせに

沼市岡 順逸(商栄町)~南部谷君江(南栄町)

ltIおくやみもうしあげます

土谷カツエ 10月22日 70歳大和町

佐:々オミ1f;j{:富 10月22日 88議種川

尾崎武雄 10月24日 67歳 八 束

西宮 ミサヲ 10)'J 28日 77歳金 mr
市Ui畢まり 子 11月 6日 50歳 日英町

iLh支 キク 11月15日 57歳 南栄町

発ぷ; 1 年末.年始のごみ収集のお知らせ | : 
f行ラ l 
/! ~年末・次の日程により全地区のごみを収集します。 l
基j i 
涌 も 年末の特別収集日 (28日までは普通どおり収集します。) ‘ 

主 |収集する地区名 |燃えにみ |燃えないごみ 10燃えるごみの場合全地区とは現在収 ; 

書 今金町の全地区 | 四 30日附 I 12月29日ωl 集していない炭村郡部地区を除く ; 
守 .
従 1 出 12月29日目。が、通常の燃えるごみ収集日に指定されている地区(今金町白地区 瀬棚 ! 
場! 町白地区)ついては、 29日は収集しませんので30日に出して下さい。 ! 
耐 ! ※ ス テーションには朝 B時3加で叫市L 。 叫W 回った制されたごみ ; 

(2) : は収集出来ません。)

V j ※ 平日収集している収集車以外の車でもごみを収集しますので、チャイムを明らさない j 
Ji でごみを収集する地区もありますので 時間を守って出して下さい。:

4; 圏休み=12月間耐~1 月 3 附全町すべての地区の収集を休みます。 ; 

編 j ※ 休みの期間中は、ステーン ヨンにごみを :J!， t:ないようお願いします。 ! 
号; 酔 姶=1月4日明)より通常の日程で収集車が回ります。 ! 
金 摂祭 1月 4日研倒ω'11が収集日とな つていない地区は、絶対ごみを出さないで下さ、い、'0

量! ※ I 月は 4 . 5 • 6 . 7 日肘山…カ刈伽第恥I迎で 8…日ト目…~叶叫14…4
重恕z: あ〈まで干普11:通と同じ週の1読:;eみ方をします0

三苗 i 

E j 圏直接のごみ持込は12月31日側午後 3時まで受入ます。 ! 
田 -Ei ※ 組合の施設に自分で直接ごみを運搬する場合は12月31日附午後 3時まで受入ます。 (1

震! 月 1日一 3日までは搬入出来ません0)

‘..............-・e・..._----_...・..._..._---_...-・e・--_..._._..._-_..._...-・e・_..._..._..._...・..._..._-_..._...-・e・_..._..._.._..._.._--・---・--・---・e・---.)
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